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simpleFoamsimpleFoamsimpleFoamsimpleFoamによる拡大管内流
の損失係数解析
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はじめに

管径が拡大する場合の圧力損失は以下の式で定義。
理論計算で簡単な損失係数（Borda-Carnotの式）が求めら
ており、実験値にもほぼ一致することが確認されている。

⇒SimpleFoamを使って拡大管流れを解析して、損失係数
を求め理論値と比較する。
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ｍは面積比（＝基準管断面積/拡大管断面積）
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計算モデル

•軸対称２次元流れ（θ=2=2=2=2°°°°）
•非圧縮ニュートン流体
•動粘性係数ν=1.0=1.0=1.0=1.0×10-5m2/s10-5m2/s10-5m2/s10-5m2/s
•Re=40000,Re=40000,Re=40000,Re=40000,　m=1/4=0.25m=1/4=0.25m=1/4=0.25m=1/4=0.25
•乱流モデルはkkkkε標準モデル（ｋEpsilonEpsilonEpsilonEpsilon）を使用
•メッシュは2mm2mm2mm2mmメッシュ（セル数11,25011,25011,25011,250）
•平均速度UUUUを与えてppppを求める。
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BlockMeshBlockMeshBlockMeshBlockMesh
Runtime ControlRuntime ControlRuntime ControlRuntime Control
で記述
詳しくは第22222222回勉強会
の資料をご参照
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境界条件

上流で体積流量を規定して
いる。流速分布は一様。
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計算結果（Ｕ）

平均ｙＰｌｕｓ＝66.7
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圧力分布
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損失係数の求め方
上流で圧力一定となった場所を選び計算値から勾配を求める。
今回は223

下流で圧力一定となった場所を選び計算値から勾配を求める。
今回は80

この勾配値から直管のであった場合の管拡大位置での全圧/
ρを求める
P1/ρ=p1/ρ+v12/2

この勾配値から直管のであった場合の管拡大位置での全圧/
ρを求める
P2/ρ=p2/ρ+v22/2

ζ=（ΔP/ρ）/（v12/2）=（P2/ρ-P1/ρ）/（v12/2）
　　　　　　　ζ=0.573
　　　Borda-Carnotの式では0.5625なので誤差2%以内



2013/10/19 9

参考文献

井口学、近江宗一、隣接した円形断面急拡大・急縮小部を通る流れの損失係数、
日本機械学会論文集（B編）、52巻481号、（昭和61年9月）　3252-3258


